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★本資料は東京商工会議所記者クラブ、情報通信記者会、総務省記者クラブに配布しています。 

報道関係各位 

２０１２年６月１３日 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 

 

地デジ化、震災によるメディア接触時間に大きな変化は見られず。携帯ネット時間が大幅に増加。 

～博報堂ＤＹメディアパートナーズ メディア環境研究所「メディア定点調査２０１２」～ 

 
 

 株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ メディア環境研究所（本社：東京都港区、所長：吉田弘）は、生活者

のメディア接触の現状を分析する「メディア定点調査２０１２」を行いました。 

 

東京地区の調査結果によると、生活者のマス４媒体とインターネット２媒体（パソコン、携帯電話*スマートフォン含

む）を合わせた１日のメディア接触時間は、５時間５１分（週平均）。２０１０年以降はほぼ同数値となっており、１日の

メディア接触時間は生活時間の中で飽和状態になってきていると推定できます。 

 

近年の傾向としてパソコンおよび携帯電話（スマートフォン含む）からのインターネット時間が増加していましたが、特

に携帯電話からのインターネット時間は４０．４分と、２００８年からの４年間で２．３倍以上となっており顕著な増加を

示しています。携帯電話からのインターネット時間は、これまで１０代女性の接触時間が高い傾向にありましたが、  

１０～４０代男女の幅広い層で接触時間が増加しています。１０代では男女とも携帯電話からのインターネット時間

が、パソコンからのインターネット時間を上回っています。 

一方でパソコンからのインターネット時間に若干減少の兆しが見られることから、スマートフォンの普及によるモバイル

へのシフトが進んでいることが伺える結果となっています。 

 

スマートフォンの所有状況は、東京地区３１．０％で２０１１年の１６．５％から倍増、大阪地区では２０１１年の  

８．７％から２０１２年は２６．８％と約３倍に。愛知地区、高知地区でも倍増しています。性年齢別の所有状況は、

東京地区では、男性２０代３０代、女性２０代においては約６割となっており、若年層においては半数を超える所有

状況となっています。 

スマートフォンの普及につれて、ソーシャルメディアの利用時間も増加しています。東京地区での１日あたりのソー 

シャルメディア利用時間は、２３．３分。男女１０～３０代で利用時間が高い結果になりました。地区別では、特に東

京地区におけるソーシャルメディアの利用の高さが伺えます。 

ソーシャルメディアを使いながら、テレビ番組を見るなどの行動も増えており、今後スマートフォンの普及による、ネット

メディアと既存メディアの組み合わせがさらに重要になってくるものと考えられます。 

 

この調査は、メディアのデジタル化に伴って次々と登場する「ハードウェア」や「サービス」について生活者のメディア接

触の実態を把握し、広告メディア市場形成の「兆し」を発見しようという目的のもと、２００４年より継続的に実施して

います。メディア環境研究所では、今後もメディア環境変化を調査し、次世代広告の兆しを発見することで、コミュニ

ケーションのプラニング力とメディア効果を高めることにチャレンジしていきます。 
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■主な調査結果 

１） マス４媒体からインターネットまでを合わせた１日のメディア接触時間の推移（週平均）：東京地区 

 

・メディア接触時間は２０１０年以降、３５０分前後を推移で変わらず。 

・携帯電話（スマートフォン含む）からのインターネット時間が増加。（１１年３２．０分→１２年４０．４分 前年比１２６．２％） 

 

２） マス４媒体からインターネットまでを合わせた１日のメディア接触時間（性年齢別比較）：東京地区 
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・男女１０代～４０代の携帯電話からのインターネット時間が増加しています。 

男性１５～１９才（１１年８４．３分→１２年１０８．３分 前年比１２８．５％） 女性１５～１９才（１１年８８．２分→１２年１０２．３分 前年比１１６．０％） 

男性２０代（１１年６５．５分→１２年７４．３分 前年比１１３．４％）  女性２０代（１１年６２．３分→１２年６７．８分 前年比１０８．８％） 

男性３０代（１１年４５．２分→１２年４９．４分 前年比１０９．３％）   女性３０代（１１年２８．７分→１２年４５．３分 前年比１５７．８％） 

男性４０代（１１年２１．５分→１２年３９．４分 前年比１８３．３％）   女性４０代（１１年１３．３分→１２年３４．８分 前年比２６１．７％） 

 

３） スマートフォン所有状況（時系列比較） 

 
・スマートフォンの所有状況は、各エリアで前年の２倍以上に。特に大阪での伸び率が高い。 

東京地区（１１年１６．５％→１２年３１．０％ 前年比１８７．９％）  

大阪地区（１１年８．７％→１２年２６．８％ 前年比３０８．０％） 

愛知地区（１１年１０．５％→１２年２３．２％ 前年比２２１．０％） 

高知地区（１１年６．１％→１６．６％ 前年比２７２．１％） 
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４） スマートフォン所有状況（性年齢別比較）：東京地区 

 

・スマートフォン所有の性年齢別では、男性２０代３０代、女性２０代では、約６割に。 

・６０代の所有率はまだ低い。 

 

５） ソーシャルメディア利用時間 （1 日あたり：週平均） 
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６） ソーシャルメディア利用時間（性年齢別） 
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７） テレビ番組を見ながら、ソーシャルメディアで、その番組に関する書き込みをしたり、書き込みを読んだりする 

＊ソーシャルメディア利用者ベース 

 

・テレビ番組を見ながら、ソーシャルメディアで、その番組に関する書き込みをしたり、書き込みを読んだりする（いわゆる“ソーシャル

視聴“）は、ソーシャルメディア利用者の３～４割が、利用経験あり。 
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■調査設計 

・調査地区：  東京都、大阪府、愛知県、高知県 

・標本抽出方法：  RDD（Random Digit Dialing） 

・調査方法：  郵送調査法 

・調査対象者：  １５～６９歳の男女個人 

・標本構成：      ４地区計 ２６５１サンプル（東京６５９、大阪６６６、愛知６７６、高知６５０） 

            ２０１１年度住民基本台帳に基づき性年代でウェイトバックを実施。 

・調査期間：  ２０１２年２月３日（金）発送～２月１６日（木）投函締切 

・調査実施機関：  株式会社 ビデオリサーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■この件に関するお問い合わせ先 

 株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ  広報グループ     山崎・加藤  03-6441-9347 

                           メディア環境研究所 吉田・中杉  03-6441-9713 


